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我々は、いままでにヒトを対象に牛乳摂取と骨量との関係について
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(¥1 閉経前に観察される月経不順期の女性において牛乳の摂取習慣をもっ群ではそう

でない女性に比較して骨量が高いこと。

(2) 運動習慣をもっ友性において、ただ単に運動を行っている女性より牛乳摂取習慣

をもちながら運動を行っている女性の方がDXA(Dual X-ray absorptiometry) 

による腰椎骨量が高いことO

(3) 20才代と70才代とで‘牛乳摂取量が骨量におよぼす影響を多変量解析により比較す

ると牛乳摂取量は70才代の女性の骨量に大きく影響することっ

などのついて明らかにしてきた。

さらに前年度はこれらの結果を踏まえて、新しい骨量測定法である超音波計測法を

用いて健常女性の腫骨超音波指標を計測し、牛乳摂取習慣や運動習慣が撞骨超音波指

標に与える影響について cross-sectionalstudyにて検討し報告したc 今回この運

動習慣・牛乳摂取習慣と超音波計測法の検討に加えて、特に閉経周辺期の女性を対象

に、骨代謝マーカーを合わせて計測し、牛乳摂取習慣と運動習慣、各骨代謝マーカー

測定値、超音波計調11との関係に関する cross-sectionalな検討を行った。
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対象および方法

対象は、腰痛などの愁訴、骨代議lに影響をおよほす疾患の既往のなし、146例である。

骨動態の安定している30才代の女性30例、 45才以上の閉経周辺期の女性で閉経前群58

例、閉経後女性53例である。閉経後群女性はさらに閉経後経過年数により、閉経後2

年以内の女性2517IJ、閉経後 3~4 年の女性17例、閉経後 5 ~6 年の女性II例の 3 群に

層別した(表 1)。

問診により最近の定期的な運動習慣の有無と現在の牛乳摂取習慣について調査した。

運動習慣については l日2時間以上、週2回以上運動のサ クル活動をしているもの

を運動習慣ありと判定し、牛乳畏取習慣については一日の牛乳摂取量が200cc以上て、

あるものを牛乳摂取習慣ありと分類した。

骨代謝マーカーとして尿中ピリジノリン、デオキシピリジノリン、血中オステオカ

ルシンを評価した。尿中ピリジノリン、ヂオキシピリジノリンはHPLC法にて、ま

た血中オステオカルシンはEL I S Ai去にて測定した。超音波測定装置は Lunar社製

Achilles ultrasound bone densilometryを使用し、超音波計測値のうち SIi ffness 

index (%)を用いて解析した。

牛乳摂取習慣、運動習慣と骨代謝マーカー、超音波討iffll値の関係について月経の状

態により層別した各症例間で比較した。

研究結果

1)) 牛乳摂取習慣と骨代謝マーカ一、超音波計測値に関する検討結果を表2に示す。

牛乳摂取習慣のある群はない群と比較して、超音波計担11値は高く、各骨代謝マー

カーは低い傾向にあるが統計学的な有意差はない。

(21 運動習慣と骨代謝マーカ一、超音波計測値に関する検討結果を表3に示す。

運動習慣のある群はない群と比較して、超音波計測値は高く、各骨代謝マーカー

は低い傾向にあるが統計学的な有意差は認めない。

(31 牛乳摂取習慣と運動習慣をともに有する群とともにその習慣を有さない群とで骨

代謝マーカ一、超音波計調11値を比較した結果を表』に示すο

牛乳摂取習慣と運動習慣のともにある群はともにない群と比較して、超音波計測
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値は高く、各骨代謝マーカーは低い傾向にあり、この傾向は閉経後経過年数が5年

以上の群の方が大きくなるが、統計学的な有意差はない。

表 l 対主

牛乳摂取習慣 運動包慣 半手L 理動官惜

な L あり なし あっ ムもにな L ともにあ句

30才代女性 2比例 11例 30例 5例

45才以上女性
閉経前群

閉経後 2年以内

閉経後 3-4年

31例 27伺J

14 例 11i刊

8 WU 9例

叫5H~ i j仔月

201が 5i111 

1 ~ì5lj 3例

2斗相! 日柳l

13例 4例

8例 3 IIIJ 

閉経後 5-6年 4例 7 j刊 7例 4例 3例 3 f列

ま2 牛乳摂取習慣と骨代謝マーカー、起音披計調.IJ値に闘する暗討結呆

30才代女性
牛乳摂取習慣

年齢

(才)

YSM 

(年)

IOC Pyr Dpyr St.lffness 
(%) 

なし 37.1:+:1.1 2.9="，，219.7士4.6 4.1:+:1.2 86.6=9.3 
あり 37.3土1.2 3.1土1.7 18.6，"4.5 3.2"，0.8 88.0，"10.0 

45才以上主性
閉経前群

牛乳摂取習慣

なG 48.8土1.8 3.3士2.1 22.8土8.叫 4.4:':2.0 88.5=11.叫
あり 49.2土lι白 3.1士1.3 23.9士7.8 3.9，"1.6 89.0，"10.6 

閉経後2年以内
牛乳摂取習慣

なし 52.9土1.5 1.3:"0.6 6.1:':3.2 25.1:':7.9 5.4=2.2 76.6土10.3
あり 51.Lt2.3 1.2土口.5 6.0:':2.9 28.1二9.1 7.0ヰ2.8 77.6，"5.8 

閉経後 3-4年
牛乳摂取習慣

なし 53.5，" 2. I 3.3二口.4 8.之二件.2 3斗.0二i1.0マ.2土1.9 ぅ。，う士7.6
あり 5叫.6:':3.2 3.7:':口.5 6.口=3.6 33.2工 9.0 ワ.2土と.μ 7:5.0:: 15.と

閉経後 5-6年
牛乳摂取習慣

なし 55.5=1.7 5.口:!::O. 0 η，U.=3.1 3~.5 士 U.O 5.B::!::己.3 マ。.[1ェワ.3
あワ 5斗.1土3.1 5.4土1.1 5. b土2.8 と5.1土U.O9.5:=12.0 '18.3~1'I.cl 
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圭 2 運動習慣と骨代謝マ 芳 、超菅謀計四l!1置に関する積討結果

年齢 YSM ICC Pyr Dpyr Stiffness 

(才〕 (年) (%) 

30才代女性
運動習慣
なし 3'7.0:tl.2 2.9J:1.2 19.7土叫.マ 3.8土¥.2 日マ.1= 9.4 

あり 3マ.8土O.ι 3.22:2.3 1マ.3二3.1 !.l. O::t 1. i 呂マ.0::10.6 

時才以上女性

閉経前群

運動習慣
なし 斗8.9::¥.8 3.3J:¥.8 22.1+6.6 比.6十1.5 Bマ.9ェ11.3
あり ι9.比::¥. 8 2.9J:¥.9 2マ.5:!:11. 0比.マ:t2. '1 91. 6土9.4

閉経後 2年以内
運動習慣
なし 52.斗士1.6 ¥.2::0.6 5.9土2.8 25.7土ヲ.0 5.8=2.5 マ7.之士口.g
あり 52.比J:3.2 1.4J:0.5 6.勾士斗.2 29.3土4.ヲマ.42:2. 6 マ6.6=マ.2

閉経後 3-4年
運動習慣

なし 5斗.2=2.5 3.4士0.5 ワ.6:t4. 1 3叫.0工9.ママ.3二2.: マ3.ヲ土 12.0

あり 53.3二5.1 3.マ=0.6 4.6士1.0 31.材工9.0 6.ヲ:t2.9 86.3工3.2

閉経後 5-6年
運動習慣

なし 55.0J:1.5 5.0J:0.0 マ.5::2.5 2マ.，士 13.09."士!2. 0 マ3.1士6.8

"'~ 5比.0 :t比.2 5.8::1.5ι.2J:2.5 29.0:':15.05.3こ2.2 且5.0ニ10.9

主4 牛乳摂取習慣と運動習慣をともに有する群とその習憤をともに宥さない群とで骨代
語Iマーカ 、超音波計測植を比較し士結果

年齢 YSM IOG Pyr Dpyr 5tユffness
(才) (年) (%) 

時才以上女性

閉経前群

牛乳摂取ー運動習慣

ともになし 比呂.8ーて i.8 3.4土2.0 20.8=5.斗 比.1"i.5 57.匂工'，2.比
ともにあり 斗9.8::1.6 2.5二O.マ 25.2J:9.0 3.8三2.0 93.0:!:: 12.0 
閉経後 2年以内
牛乳間取ー連動習慣
ともにな L 52.9土1.6 1.3J:0.6 6.3:':3.2 25. "士己.3 5.5=2.主 ママ.6::tI 0.1 
ともにあっ 52.5:!: 3.マ i .5二0.6 マ.斗三 4.3 30.3::t 5.0 b.1 ~2. 叫 79.o::t 1.5 
閉経後 3-4年
牛乳摂1&.運動習慣

ともになし 53.5J:2.マ 3.3工0.5 8.2J:斗.2 3ι.0三11.0マ.2ェ1，.9 76.5 :tマ.6
ともにあ。 53.3土5.1 3.7三0.6 ~.6 :t 1.0 3¥.比J:9.0 6.9土2.9 白6.3=3.2
閉経後 5-6年
牛乳嬰取・運動習慣

ともにな L 56.0:: 1 .マ 5.0= 0.0 マ.マ士3.マ 26，且"6.マ 5.20:2.斗 75.7土9.0
ともにあり 5比，0三5.2 6.口=1.マ 3，5三2.5 22.2=マ.'{ 4.6土1.8 自マ.マ土 1¥.5
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考察

DXA1去による膿椎骨量測定値から検討した場合と同様に、超音波計iJ!lj値を用いて

解析した場合でも、統計学的な有意差は得られなかったが、運動習慣と牛乳摂取習慣

をあわせもつ女性の超音波計測値lまともにその習慣をもたない女性より高い傾向にあ

ることは導くことができた。今後症例数を重ね検討し統計学的にも認められる検討結

果としたい。

また一般に閉経後の骨減少量は運動とカルシウム摂取によって抑制されることが{毎

外の研究者の報告によって明らかとなっている。そこで閉経周辺期の女性において、

運動習慣と牛乳摂取習慣をあわせもつ症例の超音波計測[直が高い傾向になる理由のひ

とつとしてl月経状態によって層別した症例群における尿中ピリンノリン、デオキシ

ピリジノリン、血中オステオカルシンの各骨代議lマーカーを比較することによって検

討した。 45才以上の女性で閉経前の症例と閉経後5年以上を経過した症例の各々を、

牛乳摂取習慣と運動習慣をともにもつ症例とともにもたない症例とに分け、超音波測

定値と各骨代謝マーカーの測定値の閉経後の推移を比較した(表5)。閉経前群と閉

経後群の測定値の差異の大きさをZ-SCOREを求めて比較すると牛乳摂取習慣と

運動習慣をもっ症例は、その習慣をもたない症例に比較して閉経後の骨代謝マーカー

の上昇が抑制されており、超音波の計測値の低下も抑制されていたのしたがって牛乳

摂取習慣と運動習慣は、閉経によって生ずる骨代謝回転の上昇を抑制し、閉経後の骨

減少を抑制する可能性が示唆された。

主5 牛孔目&r習慣 illf動自1冒と骨代語jマーカー 超音担計測慌の間器開岩手と間従ほ
5年目上群における比較

牛乳摂庖運動習慣

E慣ともになし
閉経前群

閉経後軒
2-SIJ:斑

習慣ともにあり

閉経前群

閉在住群

H/JJRE 

年齢 YSI'. 
(才年]

与8.8.1.8

ICC 

3.-4:t2目。
55.0土1.75.0工0.0 7.7:::3.7 

2.2 

49.8土1.6 2.5二0.7
ち札口:i:::5.2 6.0:t1.7 3.5二2.5

1叫

-91 

?yr E円r Sti.ffness 
(同)

2Ci.3:i:::5.叫-4.1=-1.ち 87. 9~ 12.4 
26.3土6.7 5.2と2.件 75‘ 7~9.0 

1.1 0.7 1.口

25.2~9.D 3.8士2.0 93.0~11.0 

22.2士7.7 4.6ど'1.8 8'7.7:t11.6 
-0.3 O，!.J O.JJ 




